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積雪の増加中 に発生 しており ，したがって駆動力の
増加によ っ て発生 した も の と推定される。
雪崩発生時，気温が上昇し水滴を含む降雪があっ
たため，春先に多発する水分の多い雪が原因の雪崩
であるよ うな報道が一 部な さ れていたが，積雪中 に
は水分が見ら れず乾雪雪崩と 結論でき る。ス キー場
関係者の雪が湿っていたとの体感は，捜壺のため現
地に向かった時にロー プウェー に着氷があ っ た こと
か ら ，過冷却水滴によ るも の と考えら れる。
3 . 前武尊剣ケ峰の表層雪崩
こ の雪崩は，平成7 年2 月19 日午前10時45分頃，
群馬県利根郡片品村前武尊 （ほだか） 剣ケ峰 （標高
図 1 雪崩走路シミ ュ レー シ ョン （納口恭明によ る計
算結果。雪崩遭難者は等高線2,620m付近を トラ
バース中）
写真2 表層雪崩のすべり面と な った弱層 （地面上70cm
の位置での矢印の層）。
2,039m) か ら発生し，剣ケ峰直下の，破断面か ら
約50m下方をト ラバー ス 中の 2 名の ツアー ス キー ヤ
ー の うち 1名 を襲い，命を奪った。現地調査は，雪
崩発生から4 日後の2 月23日に行った （写真 3 )。
23日 の調査時，雪崩跡はその後の降雪のためはっ
き り とはわから なかったが，捜査にあたっ たス キー
パ ト ロー ルから の聞き 取 りでは，発生源は傾斜40~
50度の木の生えていない斜面，破断面は約50mの幅
で高さは lm位，破断面から デブリ （深さ5 m以上）
の末端までは約800mあ った との こと である。
雪質調査に より ，雪面か らl m下 に1.5cm厚のこ
し もざらめ雪 とし もざらめ雪の混合 した弱層が観測
さ れた。こ の弱層の直下は2 cm厚のざらめ雪層で，
それらの上下はし まり雪にな っていた。こ の こし も
ざらめ雪／ し もざらめ雪の弱層が雪崩のすべ り 面と
さ れている。
武尊スキー場で観測 さ れている降積雪，気温など
の気象デー タ を見ると ，2 月10~12日にかけて気温
が急上昇し12 日 昼に は＋ 5℃ に も達 した。翌13 日の
朝 までに10cmの降雪があり ，その後は晴天が続 き ，
17日か ら は一 転 して降雪 と な って19日 の朝 ま で続い
た。17日15時 ま で には積雪深差で20cmの降雪 を観
測 している。こ のデー タ か ら，12日 にざらめ雪層が
形成さ れ，その上に積 もった降雪がその後の晴天時
の放射冷却で し もざらめ雪化し，17日 か ら の降雪に
よ って積雪内部に弱層 として閉じ込め ら れた ことが
推定さ れる。
4 . 湯沢町布場スキー場の全層雪崩
こ の雪崩は ，平成 7 年2 月23日 16時頃，標高









いてすべて湿り ざら め雪であ り ，全層雪崩の起こ り
やすい条件にあっ た。
5 . おわり に
昨冬の災害例に現われたよ う に，日本の雪崩災害
は欧米の ように レジャー 関連の被害が主 と なり つつ
地
1 . は じめ に
地震の無い所に住む人に地震防災は不用である 。
地震のある所に住む人は被害の少なそ うな場所に生
活の場所を求め る 。こ れが地震防災の原点である 。
と ころが，地震国日本での地震防災は，まず地震を
予知し，発生す る であ ろう強震動を予測する事を第
ー とする。ついで，地震時に壊れない家や橋等を作
る事を第二 とする。こ の風潮は， いつの間にか，地
震防災の原点 とも 言 う べ きもの をその三以下の位置
付けに追いや って しま っ た。しかしながら，この と
こ ろ発生している被害地震は，も う一 度こ の原点へ
戻るべ き事を暗に示 しているのではないだろう か。
こ こでは，あ え て，第三にま で “持ち上げて’' 地震
防災の原点を観てみよう 。
あ る 。中央アルプス宝剣岳では，ロー プウエー に よ
り 標高約2,600mまで，登山者ばか り でな く一 般の
観光客 も ハ ィヒー ルで容易 に ア クセスでき ，群馬県
片品村前武尊では，ス キー ツ アー コー ス まで リフ ト
終点か ら1時間ほどでアク セス で きる。ま た，ス ノ
ー ボー ダー は好んでゲレン デ外の新雪斜面を滑る。
雪崩災害予防のために は，こ の よう にア ク セス の
容易さ のた め急速に広 まっ て き たツ アー ス キー ヤ
ー ， また新しいスノー ス ポー ツであ る ス ノー ボー ダ
ー に対して，雪崩知識の普及を図る必要がある。
ま た，この ような高い標高で発生する雪崩災害は
主に表層雪崩 に よ るが，その発生メカニズムは北陸
地方の ような温暖な豪雪地帯で発生する表層雪崩と





する研究」を 開始 した。こ の研究では，雪崩ハザー
ドマップ作成の高度化のため，数値標高モデル，リ







が出現し た （図l ) 。帯状地帯の南端がいわゆる 中
国街道と西国街道である 。筑波大学の小林洋二氏に
よ れば，こ れ らの街道の南は堅牢な砂丘地帯，北は
その後背湿地帯であ り ，震度7 への寄与にこ の地質
の違いが大 きく 貢献 していると 云 う。実際，明治後
期の地誌図では，西国街道の北側は居住地域にな っ
ていなかっ た。西宮市を例にと る と，当時の中心は
海沿いの砂丘地帯にあり ，現在の中心は田圃であっ
た。地主が田圃を手放す時，条件の悪い所から手放
すのは普通である。こ れに は，地震に対する条件 も
含まれると 考えてよ かろ う 。
ついこ の間 ま で，“空 き 地は地盤悪い’' （池田俊雄）
と 言え たものが，いつの 間にか，‘‘家屋密集地ほ ど
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